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「歴史の道しるべ」
道路元

げん ぴ ょ う

標
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日
本
の
道
路
の
起
点
が
東
京

日
本
橋
に
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
つ
な
が

る
よ
う
に
、
か
つ
て
全
国
の
市

町
村
に
道
路
元
標
と
い
う
石
柱

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

道
路
元
標
と
は
、
大
正
8
年

（
1
9
1
9
）
に
制
定
さ
れ
た

旧
道
路
法
お
よ
び
施
行
令
に
よ

り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
道

路
の
起
終
点
を
示
す
石
造
物
で

す
。
施
行
令
に
は
「
道
路
元
標

は
各
市
町
村
に
一
箇
を
置
く
」

と
あ
り
ま
す
。
府
県
や
市
町
村

間
の
主
要
道
路
の
距
離
を
表
す

際
に
、
そ
の
基
点
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
正
8
年
当
時
、
香
取
市
域

に
は
、
佐
原
･
香
取
・
小
見
川

の
3
町
と
、
香
西
・
東
大
戸
・

津
宮
・
大
倉
・
瑞
穂
・
新
島
・

豊
浦
・
神
里
・
森
山
・
良
文
・

府
馬
・
八
都
・
山
倉
・
栗
源
の

14
村
が
あ
っ
た
の
で
、
道
路
元

標
は
市
域
の
17
カ
所
に
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
の
設
置
場
所
は
、
大
正

8
年
11
月
14
日
お
よ
び
同
9
年

1
月
9
日
の
千
葉
県
告
示
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
道
路
法
（
昭
和
27
年

制
定
）
で
は
特
別
の
設
置
義
務

も
な
い
た
め
、
移
設
ま
た
は
撤

去
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

告
示
に
記
さ
れ
た
地
番
を
手

掛
り
に
、
市
内
の
道
路
元
標
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
11
基
の

所
在
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
多

く
は
主
要
道
路
上
の
、
交
差
点

や
公
的
な
施
設
の
入
口
な
ど
に

あ
り
ま
す
。

　

佐
原
町
は
香
取
街
道
と
横
宿

の
交
差
点
、
大
倉
村
は
大
倉
小

学
校
東
側
の
国
道
沿
い
の
信
号

脇
、
豊
浦
村
は
小
見
川
北
小
学

校
前
の
国
道
沿
い
の
信
号
脇
、

神
里
村
は
神
里
郵
便
局
東
側
の

交
差
点
、
八
都
村
は
八
都
郵
便

局
前
の
交
差
点
、
山
倉
村
は
山

倉
保
育
園
近
く
の
信
号
脇
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
宮
村
も
国
道
沿
い
に
あ
り

ま
す
が
、
少
し
見
つ
け
難に
く

く
、

津
宮
郵
便
局
か
ら
1
0
0
ｍ
程

西
の
路
地
に
隠
れ
る
よ
う
に
し

て
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
香
西

村
も
県
道
沿
い
に
な
り
ま
す

が
、
切
手
神
社
北
側
の
児
童
公

園
内
に
あ
り
ま
す
。

　

栗
源
村
の
も
の
は
、
元
々
県

道
沿
い
の
旧
役
場
入
口
付
近
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
61

年
の
新
庁
舎
（
現
栗
源
区
事
務

所
）
建
設
後
、
平
成
元
年
に
敷

地
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
の
前
に
設
置
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
香
取
町
で

は
、
香
取
神
宮
の
旧
参
道
か
ら

境
内
地
に
入
る
石
段
脇
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
東
大
戸
村
も
元
々

の
設
置
場
所
は
大
戸
神
社
付
近

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在

� 広報【まちかど通信】

て
ぶ
く
ろ

〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話
〜

エ
ウ
ゲ
ー
ニ
ー
・
Ｍ
・
ラ
チ
ョ
フ
／
え

う
ち
だ
り
さ
こ
／
や
く

　

雪
の
上
に
は
お
じ
い
さ
ん
が

落
と
し
た
温
か
そ
う
な
手
袋
。

そ
の
中
へ
森
の
動
物
た
ち
が

や
っ
て
来
て
は
次
々
と
入
っ
て

い
く
。
手
袋
は
今
に
も
は
ち
き

れ
そ
う
。
そ
こ
へ
手
袋
を
落
と

し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
お
じ
い

さ
ん
が
犬
と
一
緒
に
戻
っ
て
来

る
と
…
。
絵
を
良
く
見
て
み
る

と
少
し
ず
つ
手
袋
に
玄
関
、
煙

突
、
窓
な
ど
が
で
き
て
い
る
。

民
俗
衣
装
を
ま
と
っ
た
動
物
た

ち
も
個
性
豊
か
に
描
か
れ
て
い

て
素
晴
ら
し
い
。
子
ど
も
た
ち

は｢

次
は
何
か
な
？｣

と
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
で

し
ょ
う
。

市
内
17
カ
所
に
設
置

▲交差点に建つ道路元標（八都）

▲栗源区事務所敷地内に移設された道路元標

で
は
国
道
沿
い
大
戸
駅
入
口
信

号
脇
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

形
状
・
様
式
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
正
11
年
内
務
省
令

に
は
「
道
路
元
標
に
は
石
材
そ

の
他
の
耐
久
性
材
料
を
使
用
す

へ
し
」、
ま
た
「
道
路
元
標
は

別
記
様
式
に
依
る
へ
し
」
と
あ

り
、
簡
易
な
図
が
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
高

さ
60
㎝
、
縦
横
25
㎝
角
の
石
柱

で
、
頭
頂
部
に
や
や
丸
み
を
持

た
せ
、
正
面
に
は
「
何
々
市
町

村
道
路
元
標
」
と
記
す
よ
う
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
残

る
も
の
は
こ
の
図
と
ほ
ぼ
同
じ

規
格
で
、
石
材
は
御み
か
げ影

石
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
造
物
と
し
て
の
道
路
元
標

は
画
一
的
な
も
の
で
あ
り
、
設

置
者
や
年
代
な
ど
も
刻
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、
あ
ま
り
面
白

味
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
設
置
場

所
に
は
地
域
的
な
特
色
が
よ
く

表
れ
て
い
ま
す
。
人
の
往
来
が

盛
ん
な
道
筋
、
役
場
や
郵
便
局

な
ど
の
公
的
施
設
近
く
、
あ
る

い
は
宗
教
施
設
の
入
口
付
近
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
歴
史
的
に

見
れ
ば
、
そ
の
場
所
が
地
域
に

と
っ
て
は
中
心
的
な
場
所
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

2
月
か
ら
千
葉
県
が
Ｊ
Ｒ
6
社
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
集
中
的
に
千
葉
県

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ち
ば
Ｄ

Ｃ
）」
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
4

月
ま
で
の
期
間
中
の
内
容
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

※
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
目
的

地
・
行
き
先
の
意
味

❶
　

千
葉
県
観
光
の
強
み
で
あ
る
多
彩

な
魅
力
を
全
国
に
配
信
す
る
た
め

「
房
総
発
見
伝
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
花
・
海
・
健
・
歴
・
祭
・
味
・

夢
・
美
」
の
8
つ
の
切
り
口
か
ら
事

業
や
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
祭
・
味
」
を
テ
ー
マ
に
、

小
野
川
沿
い
を
中
心
と
し
た
「
小
江

戸
・
佐
原
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
3
月
10
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

❷
ち
ば
た
び
・
マ
イ
ス
タ
ー

　

体
験
イ
ベ
ン
ト

　

さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
も
っ
た
人
々

か
ら
、
直
接
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
20

の
体
験
コ
ー
ス
を
県
内
で
設
定
し
ま

す
。
そ
の
内
8
つ
の
コ
ー
ス
を
終
了

し
た
人
に
は
「
ち
ば
た
び
・
ゴ
ー
ル

ド
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
し
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。
本
市
で
は
切
り

絵
作
成
・
張
子
色
づ
け
・
蔓つ
る

工
芸
体

験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

❸
特
別
事
業

　

▼
佐
原
駅

⇔

香
取
神
宮
間
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
▼
観
福
寺
特
別
拝
観
▼

酒
仕
込
み
体
験
▼
佐
原
囃
子
の
披
露

▼
水
郷
お
み
が
わ
桜
つ
つ
じ
ま
つ
り

の
Ｐ
Ｒ
。

　

伊
能
忠
敬
記
念
館
と
水
郷
佐
原
山

車
会
館
の
入
館
料
割
引
と
、
で
き
る

限
り
の
無
休
開
館
を
実
施
し
て
、
訪

れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を

図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2
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花海 歴健 祭味 美夢

市民の皆さんのご協力により「山車の曳き廻し」を行い、
与倉屋の大土蔵では香取市に伝わる各種伝統芸能の披露

や寄席を開催します。
「現代の名工」に指定されている地元出身の日本ソムリ
エ協会名誉会長・熱田氏による「ワインと和食の夕べ」

や及川氏と相馬氏による「地元食材の懐石料理と地酒を楽しむ」
イベントを開催します。また、ちばＤＣ北総地域となる四街道
から銚子までの観光と物産のテント村「北総のみやげ」など多
くの企画を実施します。

祭

味

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催　

2
月
1
日
㈭
〜
4
月
30
日
㈪

小
江
戸
・
佐
原
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

3
月
10
日
㈯

▲香取神宮石段脇

※
設
置
場
所
は
交
通
量
の
多
い

場
所
な
の
で
、
確
認
す
る
場
合

は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

HP

8つの魅力

3月10日㈯の特別イベントはこれだ！


